












; コン・チヨン）の論文「キャンベル婦人の宣教と神学に関する研究（A Study of the 




隆男の論文「ウォルター・R. ランバスと韓国（1907 年を中心に）」 8 や、洪伊杓の論文
「W.R. ランバス宣教師と朝鮮半島（永遠なる東アジアの友）」9 では、関西学院を創立
し、その後アメリカに戻ってからは南メソヂスト監督教会海外宣教の総務の役を担っ
1  Josephine Peel Cambell（1852. 4 ～ 1920. 11. 12), 本論文では J.P. キャンベルをキャンベルと省略して論
じる。
2  本稿では、これ以降は「南メソヂスト監督教会」と省略して論じることにする。
3  李徳周（ ；イ・トクジュ）『 （Ⅰ）1884 ～ 1945 年（ソウル年会史Ⅰ）』、ソウル：
基督教大韓監理会ソウル年会、2007 年。
4  李徳周『 （琮橋教会史）』、ソウル：図書出版琮橋教会、2005 年。
5  梨花百年史編纂委員会（編）『梨花百年史』、ソウル：梨花女子大学出版､ 1994 年。
6  尹春炳『子橋教会百年史（1900 ～ 2000 年）』、ソウル；基督教大韓監理会子橋教会出版、2001 年。
7  権智英（ ；コン・チヨン））『 （キャンベル婦人の宣
教と神学に関する研究 ; A Study of the Mission and Theological Thoughts of Mrs. Josephine P. Campbell）』、
ソウル：2009 年。
8  木下隆男「ウォルター・R. ランバスと韓国（1907 年を中心に）」『関西学院史紀要』、関西学院発行、
2008 年、37 ～ 56 頁。
9  洪伊杓「W.R. ランバス宣教師と朝鮮半島（永遠なる東アジアの友）」『関西学院史紀要』、関西学院発行、




















　第二に、キャンベルの宣教活動はその前半期（1887 年～ 1904 年 4 月）において、
それまで行われていた南メソヂスト監督教会の東アジア宣教の典型的な例に倣って行








































のは、1854 年 9 月～ 1886 年 7 月までの約 32 年間で、中国宣教を終えてからは夫の
J.W. ランバスと共に日本の神戸を中心に活躍した。神戸で彼女は「山二番館」と呼ば




10  Mary Isabella McClellan Lambuth；1833 ～ 1904 年。
11  James Cannon Ⅲ , History of Southern Methodist Missions 73,101; Sara Estelle Haskin, Women and Missions 
in the Methodist episcopal Church, South pp.13-14.
12  関西学院創立 125 周年記念事業推進委員会（編）『関西学院事典（増補改訂版）』、関西学院大学出版会、




　当時、南メソヂスト監督教会宣教部が発行していた海外宣教専門雑誌 The Methodist 




























13  李徳周『    （韓国教会初期の物語）』 ､ ソウル：弘星社、2006 年。 
14  James Cannon Ⅲ , History of Southern Methodist Missions, p.156.









宣教部は彼の宣教要請を断ることなく、1895 年 10 月、ヘンドリックス監督とリード
宣教師を韓国に派遣したのである。
　その後、宣教地探索の決定と実行の責任を果たしたヘンドリックス監督はアメリカ




　時を同じくして、1890 年 12 月以後、妻の病気のため日本から本国に戻り南メソヂ
スト海外宣教局主事の職に就いた W.R. ランバス 19 は、1892 年に Methodist Review of 
Missions の主筆となったが、韓国宣教を支持する立場で 1894 年に韓国関連の記事を
掲載し、その必要性をアピールしている 20。












16  Korea Mission, The Review of Missions Jul, 1896, p.35.
17  Ibid.,p.36.
18  Ibid.,p.36.
19  関西学院創立 125 周年記念事業推進委員会（編）『関西学院事典（増補改訂版）』、474 ～ 475 頁。



























３．中国での宣教（1887 年～ 1897 年）
　キャンベルが中国で活動した時期は、中国宣教史において「教会建設（1860 ～
1895 年）」と呼ばれる時期であった。アヘン戦争（1840 ～ 1842 年）以後、天津条約
（1858 年）と北京条約（1860 年）が結ばれ、証明書と言われる許可書を持参した外国
21  神田健次『W.R. ランバスの使命と関西学院の鉱脈』、関西学院大学出版会、2015 年、104 ～ 105 頁。
22  Juanita Brown, Pioneering in Korea, Winsome Call: Twelve Sessions for Women’s Missionary Societies.p.33.


































24  趙薫『中国キリスト教史』、ソウル：   、92 ～ 93 頁。
25  Anna Muse Brown, Oswald Eugene Brown, Life and Letters of Laura Askew Haygood, Publishing house of M. 
E. Church, South, 1904,p.206.






Southern Methodist University）の前身である Gong Hang School が設立された。宣教の
基礎は J.W. ランバスと現地の牧師たち、リードなどによって担われ、医療宣教はラ


















































　そして、1897 年 10 月、キャンベルは南メソヂスト監督教会女性宣教会海外宣教
部 30 の決定により、韓国に初めての女性宣教師として派遣され、中国で養女として
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29  Anna Muse Brown,Oswald Eugene Brown, Life and Letters of Laura Askew Hagood, p.241.
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の教育の場にいたとされる 33。しかし、彼らは 1902 年以後、アメリカのメソヂスト
監督教会が開いた男子校「培材学堂」に移り、その後、キャンベルは主に女子教育に
専念することになった 34。
　翌 1899 年に学生は 20 人に増え、1901 年は 38 人、1902 年には 48 人へと増加した。












33  キャンベルは 1902 年の報告書で、培花学堂にいた 2 人の少年が培材学堂に入る準備が整っている、
と言っている（J. P. Cambell, Report of Work Under Women’s Board, MECS, 1902, p.39.）。
34  Ibid.,p.39.
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of Mrs. Josephine P. Campbell）』 ､ 107 頁。
39  Jacob Robert Moose､ 156 ～ 157 頁。












れは関西学院の創立の 3 年も前であった 41。ランバス父子は、広島女学院と広島流川
教会の創立、及び女性宣教師ゲーンズが着任するまで、関わっていた。その時のこと
を老ランバスは、次のように書いている。
　「1886 年 10 月の初旬、広島の砂本からキリスト教に深い関心を抱く人たちを導く
ために広島を訪問するようにとの切羽詰ったような招きを 2、3 度受け取り、そこ
で鈴木愿太と共に 10 月 20 日に神戸を発ち、岡山までは陸路、そこから海路で広島・















41  今田寛「広島女学院創立協力者：ランバス宣教師父子」『関西学院史紀要』、関西学院発行、2008 年、7 頁。
42  1886 年 12 月 31 日の四季会記録、今田寛「広島女学院創立協力者：ランバス宣教師父子」『関西学院
史紀要』、13 頁。
43  広島女学院百年史編集委員会（編）『広島女学院百年史』、広島女学院出版、1991 年、7 頁。
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46  J.P.Cambell, Sixth Annual Report of Work in the Korean Field under the Woman’s Board of Foreign 
Missions M.E. Church, South, Sep. 30, 1903, MECS, 1903, p.42. 




























　韓国の場合も日本の場合もその背景には、1901 年に W.R. ランバスが打ち出した南
メソヂスト監督教会の海外宣教の基本方針があったことは言うまでもない。
48  神田健次『W.R. ランバスの使命と関西学院の鉱脈』、95 頁。
